
最後K; 今年4月よb待望の大学院が文教育学部にも投直され, これでお茶大も5草書隅をって大

学院を持つことにを9,新制大学に格下げされて以東 ようや(失地快復が成った｡お目出度い次

第である｡これで入れ物はできたから これからは中味の充実を計らなければを.b夜いものと考え

る｡大方の御支援を乞うO

☆ 松 井 勇

本年でお茶大も酒 17年把をbますO私も先が鹿か(なったせいカ与 このところ日のたつのが余

9吃驚(, 4月の新学期からあっという間に夏休みに夜9ましたo

前期は講義の数 も多いのT,毎日追いかけられるようち 併しそれだけ充実した日々を適ってき

ました｡どうやら以前に比べて諦轟が楽 し(なってきたようです｡沼和 24年以来の気候学は本年

からは浅海先生の受持ちになbました｡長い間不十分な内容で皆さんに迷惑をかけてき-iしたが,

私自身振返ってみますと,地理の基礎勉強ができて非常に有難かったと思います.

☆ 浅 海 重 夫

Ⅰ,過当科白:地質学 ･気候学 ･士出挙 ･自然地理学 ･独番演習･大学･/･完演習o

昨年度と今年度に掴当科白の上でかなDの変動があ9,今年は上記のようにをっている｡地質

学は赤大先生のあとを継き;教室内の常住の場所 も最近は第二実験室｡ただし地質学は来年度か

ら従来の 1年生対象を2年生に改均 層位学的内容を加えるようにするのT,今年は体温 気候

学は今年度はじめての受持ちvq 勉強のや9直しをLをがらの講義｡独尊演習は於井先生がお持

ちの頃よbやさしいものしかやらないので,受辞学生が 1人などとhうことはない｡大学院演習

では話題のUSDA新土壌分類方式 (第 7次案)にとbくんでいる.

Ⅱ, 日下の関心事

① 研究について:地形面が土薮の生成環噂として｢股に具有Lかつ表現している総合的性格を

追求すること｡

② 学内のこと.'1-2年後に唾集を予定首れている文教育学部新校舎に,地理学科があてられ

るスペースと部屋割Dについてのブランを練ること｡一方大山寮の改築に関連して いまだに

解決点をみいだそうとし覆い一部の学生と学内の動 き吟 今日の学生運動の底流がみられる｡

'⑨ 学会に関して:昨年末に地理学会役員選挙管理委員をやら盲れてからの(苦れ線7;学会の

選挙規定の成文化草案委員の 1̂ にをb (地理学金に壮これまで役員選挙規約ができていなか

った),関東地区50名 中部地区占名といった評議員の定員数や地区割Dの決め方i?, また
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